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ＩＣＴ街づくり推進会議 地域懇談会＠北海道中川町 議事要旨 

 

１. 日時 

  平成２８年４月１３日（水）１５：００～１７：３０ 

 

２. 場所 

  北海道中川町役場 

 

３. 出席者 

（１）ＩＣＴ街づくり推進会議構成員 

   岡座長、石原構成員 

（２）事業関係者 

   川口中川町長、佐藤同町議会議長、遠藤同町副村長、佐藤同町総務課長、

高橋同町産業振興課長、金住同町産業振興室長（農林担当）、平木同町産

業振興室長（商工観光担当）、石垣同町企画財政室長、高橋同町産業振興

室主任、渡辺旭川家具工業協同組合理事長、奥山上川北部森林組合職員、

遠藤遠藤工業有限会社専務、大西中川町森林共同組合専務 

（３）総務省 

   安井北海道総合通信局長、小笠原情報通信政策課長 

 

４. 議事 

（１）事業概要の説明 

（２）デモンストレーション、視察 

（３）意見交換 

 

５．議事概要 

（１）事業概要の説明 

   高橋中川町産業振興室主任より、資料１に基づき、システム概要や事業

内容について説明が行われた。 

 

（２）デモンストレーション、視察 

   クラウドを活用した森林資源の情報共有のデモンストレーション、視察

が行われた。 

 

（３）意見交換 

    主な発言は以下のとおり。 
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【石原構成員】 

○林業については、日本が現在置かれている環境とも関係している。日本の

成長戦略やコスト削減にいかに大きな意味を持っているか、現場を拝見し、

ご説明を伺うことで、改めてその点を感じた。今回の取組をきっかけとし

て、若い世代も巻き込みながら、地元の林業が活性化されていくことを大

いに期待したい。 

○データベースが充実していき、木の一本一本まで管理できるようになると、

１００年、２００年という長いレンジでの森林設計がコンピュータ上で可

能となり、更にその情報が共有されることとなれば、素晴らしいと思う。 

 

【川口中川町長】 

○これまでは紙の台帳で管理されている情報と、現地を熟知したベテラン技

術者の経験と勘のみが頼りだった。クラウド化により、木の分布や位置を

効率的に把握できるようになり、作業が大幅に効率化された。 

○人口は減るかもしれないが、山や農地を守っている人がいる限りは、地域

が消滅することはない。山を守ることは、空気をつくり、水をつくり、国

土を守ることであり、農地を守ることはかけがえのない命のもとをつくる

ことである。人口減少が厳しい社会ではあるが、そのような思いで精一杯

頑張っていきたい。 

 

【髙橋中川町産業振興室主任】 

○森林情報の整備は森林組合が行っている場合が多いが、誰が森林を所有し

ているのかを把握するのは、行政側の仕事。森林組合の仕事ではないと思

うものの、事業主体である以上、森林組合も一部作業を負担しなければい

けないのも現状。 

○森林内の路網を整備するにあたって、先行すべきは、ＩＣＴ等を使った森

林情報の整備であり、その基盤の上に整備を進めるべきではないかと考え

ている。そうすることで、作業道或いは林道を作るコストは大幅に圧縮さ

れ、机上での計画策定も容易になる。 

○これまでは、色鉛筆で描いた図面と調査簿を見せながら関係者に説明して

いたが、今後は、可視化された図面で話ができる。システム化したことに

よって、木材が欲しい時期や量、規格などの要望についても、より対応が

スムーズになった。 
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【遠藤遠藤工業有限会社専務】 

 ○我々は何度も現地へ行っているため、経験的に森林状況を把握している

が、若い世代は地図や台帳を見てからでないと分からない。森林の状況

がパソコン上で「見える化」できたことにより、若い世代が林業に関心

を持つきっかけとなることが期待できる。 

 ○木材と収益の関連性が分からず、収益性がうまく見通せないために、地

主に木材利用の意欲が出ないこともある。こういうシステムがあれば、

低コストでできるため、地主の意欲を引き出す可能性は十分にあると思

う。 

 

【岡座長】 

○当面の課題として最も重要なのは、安定的に木材が切り出せる状態をつく

ることだが、それができなければ、森林資源の有効活用ができず、自然災

害や鳥獣被害の影響の増大につながる。そのために、健全な森林が必要で

あり、間伐も含め、必要なときに必要なものが伐採できる状態にすること

が重要。 

○今回の取組は、単に森林資源情報を把握するだけではなく、需要に合った

木材提供の在り方を模索するなど、クラウドをツールとして見事に活用し

ている。 

○成功しているところに共通していることは、首長がリーダーシップを発揮

されており、かつ、住民自身が参加していること。我々にできることがあ

れば、遠慮なく言っていただき、総務省だけにとどまらないときは、農林

水産省や林野庁も含めて話をしていきたい。このプロジェクトは、木を切

って終わりの話ではなく１００年、２００年単位の大プロジェクトであり、

国づくりそのものでもあると思う。 

 

以上 


